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1 2月1日現在 前月比 l

人口計 66，778 + 69 I 
男 32，163+ 31 I 
女 34，615+ 38 I 
世帯数 19，314 + 24 ~! 
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市政だより

f 

uv芯

新
春
子
供
か
る
た
大
会

‘r-‘
hay-
-
2・、

新春子供かるた大会が1月5目、コミュニティセンターで行われました。この催し

は、同センターが昨年暮れに聞いた小倉百人一首教室(講師・野口三知子先生)に参

加した小・中学生37人が、勉強の成果を試そうと聞いた大会で、最年少は小学1年生

でしたが上級生を相手に堂々の勝負?を演じていました。
た とうらうちい しろたえふじたかねゆき やまペのあかひと

、田子の浦に打出でてみれば白妙の富士の高嶺に雪はふりつつ、乙れは山部赤人の

作品ですが、皆さんも小倉百人一首に挑戦してみてはいかがで、すか。
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毎月1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社



りおおむ市政だより (2) 

新

春

を

か

ざ

り

勇
壮
巴
消
防
出
初
式

功
労
者
を
表
彰

習
を
し
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
消
防
の
意
気
を
示
し
、
出

初
式
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
た
方
は
次

の
通
り
で
す
。

県
知
事
表
彰

〔
一
永
年
勤
続
功
労
章
〕

松
竹
昭
治
、
馬

場
一
男
、
藤
本

福
美
、
大
汐
正

尾
崎
積
、
石
崎

昭
市
、
中
本
千

秋
、
山
口
勝
美

県
消
防
協
会
長

表
彰
〔
特
別
有
功
章
〕

中
山
丑
美
、
馬

場
一
男
、
前
川

与
、
中
島
秋
雄

福
田
勇
、
西
田

健
、
井
上
修

一

郎
、
楠
本
博
、

吉
川
豊
、
福
井

昭
俊
、
山
本
慶

新
春
を
か
ざ
る
恒
例
の
消
防
出

初
式
が
一
月
八
日
、
市
役
所
よ
乙

の
補
助
グ
ラ

ン
ド
で
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
約
七
百
人
の
団

員
は
、
本
小
路

t
本
町

t
駅
通
り

t
消
防
署
を
徒
歩
で
行
進
、
ま
た

大
上
戸
川
金
丸
橋
付
近
で
放
水
演

昭和57年1月15日
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(
敬
称
路
)

戸島市長らによる観閲

一'
一品包 --"，，~ 

※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

治
、
一
甑
噴
、
山
口
弥
六
、
田
中

昇
、
前
田
政
良
、
山
口
栄
、
野
口

静
雄
〔
有
功
章
〕

高
橋
一
幸
、
川
内
一
義

川
甑
和
良
、
山
内
征
年

今
田
泰
治
、
沢
田
雅
敏

下
井
誠
、
辻
春
義
、
山

本
茂
則
、
岩
永
正
敏
、

橋
口
明
、
浦
川
勝
司
、

原
孝
夫
、
清
水
義
隆
、

松
本
安
幸
、
野
口
作
治

古
賀
利
雄
、
谷
村
輝
雄

三
淳
一

松
永
義
男
、
久
保
春
好

EEE

〔
三
十
年
精
続
章
〕

ハ
，J
(，

松
永
繁
一
、
増
田
繁
満

r
h

福
田
利
男
、
山
口
英
之
凡
S
E
E

一
ノ
瀬
晴
、
山
口
栄
、

「
i
じ
!

一
瀬
汀〔二
十
年
精
続
章
〕

今
田
喜
代
治
、
梶
原
末
喜
、
永
吉

俊
雄
、
遠
岳
久
芳
、
富
永
政
勝
、

奥
村
勇
夫
、
松
下
勝
俊
、
井
村
利

昭
、
中
村
雅
則
、
川
瀬
和
良
、
山

内
征
年
、
山
口
忠
、
桑
畑
義
昭
、

基
礎
づ
く
り

野
本
力
太
、
俵
崎
満
徳
、
松
尾
秀

志
、
浦
川
勝
司
、
江
口
昇
十
、
原

孝
夫
、
清
水
義
隆
、
野
口
作
治
、

谷
村
輝
雄
、
松
本
安
幸
、
古
賀
利

雄
、
松
永
義
男
、
久
保
春
好

〔
優
良
消
防
団
員
〕

指
方
義
信
、
丹
野
敏
幸
、
杉
本
敏

高
以
良
光
博
、
田
中
芳
幸
、
西
岡

喜
代
美

県
消
防
協
会
長
感
謝
状

〔
退
団
者
〕

橋
本
福
松
、
田
川
丈
夫
、
井
手
幹

和
田
正
産
、
福
嶋
房
利
、
長
津
秀

幸
、
鬼
石
久
雄
、
福
井
源
八
、
森

頼
、
鈴
田
正
、
出
口
一
夫
、
山
口

忠
義
、
山
下
信
夫
、
岡
田
治
義
、

小
川
勝
、
溝
島
光
吉
、
福
地
豊
、

習

井
川
吉
春
、
馬
場
正
人
、
勢
戸
利

春
、
泉
川
重
治
、
長
崎
初
海
、
松

尾
義
人
、
一
瀬
和
信
、
古
薗
敏
孝

佐
藤
恒
男
、
小
林
繁
、
上
野
正
之

市
長
表
彰

〔三
十
五
年
勤
続
章
〕

小
峰
信
て
渡
辺
勝
信
、
前
本
勇

田
中
米
吉
.
野
口
静
雄
、
栗
山
亀

久
寿
、
岩
打
勝
美
、
井
川
純
男
、

〔
三
十
年
勤
続
章
〕

松
永
繁
て
増
田
繁
満
、
福
田
利

男
、
山
口
英
之
、
一
瀬
噴
、
山
口

栄
、
一
瀬
汀

〔
ニ
+
五
年
勤
続
章
〕

馬
場
一
男
、
松
竹
昭
治
、
尾
崎
積

藤
本
福
見
、
大
汐
正
、
石
崎
昭
市

中
本
千
秋
、
山
口
勝
美

〔
十
五
年
勤
続
章
〕

今
里
毅
、
川
内
一
義
、
辻
春
義
、

山
本
茂
則
、
岩
永
正
敏
、
橋
口
明

一
瀬
正
昭
、
山
下
博
行
、
御
厨
武

史
、
川
崎
信
之
、
森
忠
義
、
佐
古

和
博
、
中
村
靖
人
、
広
瀬
正
和
、

渡
辺
九
州
男
、
松
尾
一

彦
、
山
本

豊
一
郎
、
宮
崎
雅
和

市
長
感
謝
状

〔
退
団
者
〕

橋
本
福
松
、
井
手
幹
、
田
川
丈
夫

和
田
正
慶
、
長
津
秀
幸
、
鬼
石
久

雄
、
福
，川町
房
利
、
山
口
忠
義
、
鈴

田
正
、
福
井
源
八
、
出
口
一
夫
、

森
頼
、
山
下
信
夫
、
岡
田
治
義、

佐
藤
恒
男
、
上
野
正
之
、
小
川
勝

演水放

溝
島
光
吉
、
福
地
豊
、
井
川
吉
春

小
林
繁
、

勢
戸
利
春
、
泉
川
重
治

長
崎
初
海
、
松
尾
義
人
、
一
瀬
和

信
、
古
薗
敏
孝
、
馬
場
正
人

〔
無
火
災
分
団
〕

第
一
分
団
、
第
十
分
団
、
第
十
五

分
団
こ
般
協
力
者
〕

久
田
純
司
、
須
田
ノ
木
消
防
組
、

高
瀬
建
設
株
式
会
社
、
第
四
分
団

元
後
援
会
長
柴
田
大
寿

市
消
防
団
長
表
彰

〔
優
良
消
防
団
員
〕

指
方
義
信
、
田
中
芳
幸
、
丹
野
敏

幸
、
与
崎
進
一
郎
、
西
岡
喜
代
美

高
以
良
光
博
、
杉
本
敏

市
消
防
団
長
感
謝
状

〔退
団
者
〕

橋
本
福
松
、
井
手
幹
、
田
川
丈
夫

和
田
正
慶
、
長
津
秀
幸
、
鬼
石
久

雄
、
福
嶋
房
利
、

山
口
忠
義
、
鈴

田
正
、
福
井
源
八
、
出
口
一

夫、

森
頼
、
山
下
信
夫
、
岡
田
治
義
、

佐
藤
恒
男
、
上
野
正
之
、
小
川
勝

溝
島
光
吉
、
福
地
豊
、
井
川
吉
春

川
崎
大
七
郎
、

増
田
初
、
古
川
利

春
、
小
林
繁
、
勢
戸
利
春
、
石
本

聡
、
泉
川
重
治
、
田
中
義
幸
、
佐

藤
正
一
、

梶
原
陸
、
長
崎
初
海
、

松
尾
義
人
、
一
瀬
和
信
、
古
薗
敏

孝
、
浜
口
晋
、

馬
場
正
人

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)



粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

※ 

国

民

年

金保
険
料
は
納
め
ま
し
だ
か

家
具
類
、
民
俗
芸
能
な
ど
の
用
具

な
ど
が
あ
り
ま
す
。〈
社
会
教
育
課
)

昭和57年1月15日
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学
校
、
公
民
館
、
会
社
な
ど
各

種
機
関
を
は
じ
め
、
各
戸
で
貴
重

な
文
化
財
を
所
有
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
数
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
文
化
財
を
保
護
す
る

乙
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
に
対
し
最
も
恐
し
い
の
は
火
災

で
す
。
そ
乙
で
火
災
予
防
や
退
避

運
撮
の
対
策
が
必
要
で
す
。
乙
れ

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
検
討
確
認

し
て
下
さ
い
。
な
お
、
で
き
れ
ば

退
避
運
撮
や
防
火
訓
練
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ
た
っ
て

特
別
の
行
事
を
実
施
さ
れ
た
場
合

は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま

で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

文
化
財
と
は
古
く
か
ら
伝
わ
っ

て
い
る
も
の
で
、
火
災
の
被
害
を

受
け
や
す
い
も
の
に
は
、
家
屋
、

書
画
彫
刻
、
古
文
書
、
衣
服
類
、

f 文化財を大切に一一一一『¥、¥、、、、¥¥、、、.、、、.、、.、、

¥一火災から守ろうJ

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、

お

調
べ
下
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万

一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
年
金
や

母
子
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
か
、
先
へ
行
っ
て
も
老
齢

年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
ま
で
の
保
険
料
で

納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば
、
一
月
三
十

日
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。

(
保
険
年
金
課
)

十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
分
の

保
険
料
は
も
う
納
め
ま
し
た
か
。

1月26日

。
。

外
国
人
の
方
も

国

民

年

金

に

加

入

を

/

日一

本
年
一
月
一
日
か
ら
外
国
人
の

一
一

方
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

一
一

に
な
り
ま
し
た
。

下
一

日
本
国
内
に
居
住
す
る
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
方
で
、
次

の
よ
う
な
人
は
市
役
所
保
険
年
金

課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

V
制
度
上
、
当
然
に
加
入
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
人

農
林
漁
業
、
商
工
業
、
医
師
、

弁
護
士
な
ど
の
自
営
業
や
自
由
業

を
営
む
人
で
厚
生
年
金
な
ど
の
被

用
者
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
人
(
夫
婦
の
場
合
、
二
人
と
も

厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
な
い
と
き
)

V
本
人
の
希
望
に
よ
り
加
入
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
人

厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
配
偶

者
、
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
、
そ
の

配
偶
者
、
昼
間
部
の
大
学
生
な
ど

で
加
入
を
希
望
す
る
人

(
保
険
年
金
課
)

<> 

区主J (!) 

r=( 

文化財防火デー

一

図

書

の

紹

介

一

一
美
術
に
関
心
の
あ
る
方
に
、
五
巻
)
小
学
館

V
大
系
世
界

一

一
次
の
図
書
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
の
美
術

(一一十
巻
)
学
習
研
究

一

一
関
係
図
書
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
社

V
日
本
原
始
美
術
(六
巻
)一

一
利
用
下
さ
い
。
ご
利
用
は
無
料
講
談
社

V
原
色
日
本
の
美
術

一

一

で

す

。

(

三

十

巻
)

小

学

館

一

一

【

図

書

名

】

(

市

立

図
書
館
)

一

一
V
世
界
美
術
全
集

(
十
五
巻

)

b

-

一
平
凡
社

V
世
界
の
美
術

(

九

〕

/

、

門

会

一

・

.
…、、
N
w
d
&
E
E
-
-

一
巻
)
講
談
社

V
世
界
の
美

術

¥

“・

f
r
・-NS配
一
一

一
(
十
さ

ぎ

よ
う
せ
い

V
世

界

，

v
h

い十
w単
一

f--Ea'へ誌、いぬ、
ν
、H
E
-

一
の
美
術
館

(一一一十六
巻
〉
講
談

強

い

?

)

邸

主

一

一
社
V
原
色
世
界
の
美
術
(
十

a闇
円

、

月

」

軍

一

り

植
松
立
体
交
差
が
完
成

おおむ

通
行
方
法
、
か
変
わ
り
ま
す

乙れに伴い、現在通行している踏

切が通行止となりますので、当道路

を通行される際は十分注意されます

森園線〈池田2丁目鳥居前~国道34

皆さんのご協力で完成し、 1月下旬

号線開)の植松立体交差が、地域の

かねてより建設を進めていた池田

(諌早土木事務所〉

に通行できる乙とになりました。

市政だより

ょうお願いします。

(3) 



(4) 

死

t
事
故
ゼ
ロ
を
目
標
に

りおおむ

昨
年
の
交
通
事
故
の
状
況
は
別

表
の
と
お
り
で
す
が
、
死
亡
事
故

が
大
幅
に
増
加
し
、
長
崎
県
は
全

国
で
二
番
目
の
増
加
率
と
い
う
不

名
誉
な
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
で
は
五
人
の
方
が

交
通
事
故
の
犠
牲
と
な
り
、
尊
い

生
命
を
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
中
に
は
、
酒
酔
い
運
転
で

道
路
の
右
端
を
歩
い
て
い
た
お
年

寄
り
に
衝
突
し
て
逃
げ
た
死
亡
ひ

き
逃
げ
事
件
も
含
ま
れ
て
お
り
、

運
転
者
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
現
わ

市政だより昭和田年1月15日
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れ
て
い
ま
す
0

9
 

特
に
昨
年
の
県
内
の
死
亡
事
故

は
、
元
旦
か
ら
死
亡
ひ
き
逃
げ
事

件
が
発
生
し
、
一
月
H

八
人
、
二

月
U

六
人
、
三
月
日
十
二
人
と
年

の
初
め
の
三
カ
月
聞
に
二
十
六
人

(
前
年
比
プ
ラ
ス
十
二
人
)
と
異

状
な
増
加
ぷ
り
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
み
て
も
、
昨
年
の
死

亡
事
故
増
加
の
原
因
は
、
年
の
初

め
の
三
カ
月
間
に
あ
っ
た
よ
う
で

す。
警
察
で
は
、
ま
ず
こ
の
年
の
初

※ 

大村公園駐車場に

和風電話ボックス

ロ
ー
カ
ル
線
か
ら 大村の観光イメージアップのため、大村

公園の駐車場に和風の公衆電話ボックスを

特別に設置しました。高さ 2.7メートル、

奥行き 1メート Jレの木造のもので、木はだ

を生かした小粋なボックスです。

大村公園を訪れた方は、ぜひここからお

かけ下さい。また、国道わきにありますの

で牽の方も一度おかけになってみませんか

(商工観光課)

幹
線
ヘ

マ
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

マ
暴
走
運
転
を
し
な
い

マ
わ
き
見
、
い
ね
む
り
運
転
を
し

-
f
B

晶、.

'
'
H
Y
V
 

マ
酒
に
酔
っ
て
道
路
を
フ
ラ
っ
か

p
t
h

、

ナ

~'v

マ
道
路
の
横
断
は
、
横
断
歩
道
、

歩
道
橋
を
わ
た
る

な
ど
「
決
め
ら
れ
た
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
」
こ
と
が
最
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

今
年
こ
そ
大
村
市
内
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
痛
ま
し
い
交
通
事
故
を

追
放
し
、
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

(
大
村
警
察
署
)

昨年の交通事故の状況

県
発 生 5.037f牛(+87) 
死 者 98人(十16)

内 傷 者 6.419人(+35) 

市
発

Z | 
201件(ー18)

死 5人(+ 2) 
内
傷 246人(-40) 

『!，‘
E
・E
-
t
-
t
‘，、
t.
，、・
1
t
‘t
‘t
‘・1

一

一

償

却

資

産

の

申

告

は

一

一

4
1

用

計

日

ま

で

に

一

一
償
却
資
産
の
申
告
は
お
済
み
資
産
に
つ
い
て
は
、
一
月
一
日
一

一
で
す
か
。
お
済
み
で
な
い
方
は
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
一

一

早

目

に

申

告

し

て

下

さ

い

。

(

税

務

課

)

一

一
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

無

事

故

優

良

運

転

者

を

表

彰

ー
交
通
安
全
協
会
ヘ
申
請
を
!

〉内は前年比

表
彰
区
分

。
県
表
彰
(
県
警
察
本
部
長
、
県

交
通
安
全
協
会
長
)

免
許
取
得
後
二
月
末
現
在
で
二

十
年
以
上
、
二
十
五
年
以
上
で

同
年
以
上
の
市
表
彰
を
受
け
て

い
る
人
(
普
通
免
許
以
上
)

。
市
表
彰
(
警
察
署
長
、
市
交
通

安
全
協
会
長
)

免
許
取
得
後
二
月
末
現
在
で
十

年
以
上
、
十
五
年
以
上
、
二
十

年
以
上
、
二
十
五
年
以
上
の
人

(
免
許
の
種
類
を
問
わ
な
い
)

申
請
資
格
免
許
取
得
後
継
続
し

て
自
動
車
(
原
付
、
小
特
を
含

む
)
の
運
転
に
従
事
し
、
無
事

故
・
無
違
反
(
た
だ
し
、
無
違

反
に
つ
い
て
は
反
則
行
為
後
三

年
を
経
過
し
て
い
る
人
は
由
・
請

ス:
ト!
ッ:
プ:
作;
戦;

上トー i 

の
資
格
有
り
)
の
人

申
請
書
提
出
締
切

県

・
市
表
彰

と
も
二
月
十
五
日

提
出
書
類
表
彰
上
申
書
及
び
運

転
記
録
証
明
書
(
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

な
お
、
い
ず
れ
も
一
周
三
十
日

ま
で
に
申
請
書
に
証
明
手
数
料

の
一
部
負
担
金
三
百
円
を
添
え

て
交
通
安
全
協
会
事
務
局
へ
提

出
さ
れ
た
方
に
限
り
証
明
書
交

付
を
一
括
代
行
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
合
せ
先
市
交
通
安

全
協
会
事
務
局
(
蜜
③
九
八

八
九
)
ま
た
は
交
通
安
全
協
会

支
部
長

(
生
活
環
境
課
)
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※ 

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
事
業
に
浄
財
を
/

(
事
務
局
・
大
村
商
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)

一
月
二
十
四
日

l
三
十
日
ま
で

は
学
校
給
食
週
間
で
す
。

学
校
給
食
週
間
を
記
念
し
て
図

画
・
作
文
の
募
集
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
一
月
二
十
二
日
の
学
校

給
食
は
、
学
校
給
食
記
念
日
に
ち

な
ん
だ
行
事
食
で
、
北
は
礼
文
島

か
ら
南
は
八
重
山
群
島
ま
で
全
国

の
学
校
給
食
は
子
供
た
ち
が
大
好

き
な
献
立
(
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
カ

レ
l
シ
チ
ュ
ー
な
ど
)
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
学
校
給
食
の
重
要
性
を
あ
ら
た

め
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
多
く
の
人
の
努
力

で
給
食
が
で
き

る
乙
と
を
知
ら

せ
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守

る
強
い
心
と
感

謝
の
気
持
ち
を

も
た
せ
る
た
め

で
す
。学校
給
食
の

重
要
性
に
つ
い

て
第
一
に
は
、

子
ど
も
た
ち
は

お
と
な
と
ち
が

っ
て
、
時
々
刻

々
成
長
を
し
て

い
ま
す
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の

1月24日--30日学校給食週間

L__ プ〆

萱瀬小学校の子供たち

か
ら
だ
を
つ
く
る
の
に
必
要
な
食

品
に
力
を
入
れ
て
、
学
校
給
食
は

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
こ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
食
生

活
が
健
康
に
よ
い
か
を
学
ば
せ
、

積
極
的
に
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
力
を
つ
け
、
将
来
ェ
、
不
ル
ギ

ー
に
あ
ふ
れ
た
国
民
と
し
て
、
二

十
一
世
紀
を
背
負
っ
て
立
つ
乙
と

が
で
き
る
心
身
を
育
て
ま
す
。

第
三
は
、
先
生
と
友
だ
ち
ど
う

し
、
同
じ
食
事
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
心
が
ゆ
き
か
い
、
人
聞
を
つ

く
っ
て
い
く
上
に
重
要
な
役
目
を

し
ま
す
。

第
四
に
は
、
自
分
た
ち
で
協
力

し
て
準
備
ゃ
あ
と
か
た
づ
け
を
す

る
乙
と
に
よ
っ
て
、
自
分
か
ら
進

ん
で
働
く
と
い
う
力
が
つ
い
て
き

。
還
付
申
告
は
お
早
自
に ま

す
。第五
に
は
、
こ
の
よ
う
に
お
い

し
い
給
食
が
受
け
ら
れ
る
の
も
、

多
く
の
方
々
の
努
力
が
あ
っ
て
こ

そ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
感
謝
し

て
食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
の
よ
う
に
、
学
校
給
食
は
教

育
の
一
環
と
し
て
重
要
で
す
。

〔
図
画
・
作
文
の
募
集
〕

テ
ー
マ
学
校
給
食
に
つ
い
て

応
募
資
格
市
内
の
小
学
生

審
査
市
教
育
委
員
会
で
審
査

賞
入
選
者
に
は
記
念
品
を
進
呈

※
入
選
作
品
(
図
画
の
み
)
は
市

役
所
の
玄
関
に
一
月
二
十
四
日

t
三
十
日
ま
で
掲
示
し
ま
す
@

(
学
校
教
育
課
〉

。

。

受

取

り

は

銀

行

振

込

み

で

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近

づ
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
り
l
マ
ン
の

方
は
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
済
ま

せ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
確
定

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
に
あ

っ
た
り
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
り
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購

入
し
た
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
特

別
の
控
除
が
あ
り
、
確
定
申
告
を

す
れ
ば
す
で
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
金
が
返
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。乙
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
は
一
月
か
ら
で
き
ま
す
。
な
お

還
付
金
は
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
銀
行
(
農
協
、
信

金
を
含
む
)
振
込
み
で
受
取
る
乙

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
便
利

で
安
全
な
乙
の
方
法
を
利
用
さ
れ

る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
い

O 

贈
与
税
の
申
告

2 

月

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月

十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
贈

与
税
は
二
月
一
日
か
ら
で
す
。

昨
年
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産

の
合
計
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る

と
き
は
、
税
務
署
に
贈
与
税
の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
贈
与
税
」
と
い
う
の
は
、
他

。
仕
事
を
し
た
い
が
外
に
働
き
に

出
ら
れ
な
い
主
婦
な
ど
を
狙
っ
て

最
近
広
告
や
チ
ラ
シ
な
ど

一

に
よ
っ
て
、
た
く
み
に
内

一

ノ

職
の
さ
そ
い
を
か
け
て
い

一

主
亘

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一一

E
M

広
告
や
チ
ラ
シ
を
見
て

一

品

自
分
の
心
が
動
き
説
明
会
一
討

に
出
か
け
た
く
な
っ
た
り

一

手

申
込
み
が
し
た
く
な
っ
た

一

i

と
き
は
慎
重
に
考
え
、
自

分
一
人
で
決
め
ず
、
内
職
相
談
セ

ン
タ
ー
や
地
区
内
職
相
談
員
に
ど

乙
と
は
諌
早
税
務
署
(
雷
諌
早
①

l
一
三
七

O
)
へ
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

(
税
務
課
)

o 

。

日

か

り

人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に

か
か
る
税
金
で
す
が
、
ど
主
人
名

義
の
土
地
を
奥
さ
ん
や
子
供
さ
ん

の
名
義
に
変
え
た
場
合
な
ど
も
贈

与
税
が
か
か
り
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
諌
早
税
務
署
(
雷
諌
単
③
l

一
三
七

O
)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い

(
税
務
課
)

。

o 

相
談
下
さ
い
。

マ
県
内
職
相
談
セ
ン
タ
ー

一

(
長
崎
市
茂
里
町
、
県

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

宮
長
崎
@
l九
O
三
O
)

一

マ
大
村
東
彼
地
区
内
職
相

一

談

室

一

(
市
内
西
三
城
町
、
福

一

祉
セ
ジ
タ

l
内
、
宮
@

一

|
六

O

一O
、
毎
週
火

曜
・
金
曜
、
午
前
十
時

t
午
後
四
時
)

(
福
祉
課
)



一

転

出

さ

れ

る

方

の

一
知
事
選
挙
の
投
票
は
…

大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
長
崎
県
内
で

あ
れ
ば
他
市
町
村
に
転
出
さ
れ
て

も
知
事
選
挙
の
投
票
が
で
き
ま
す

が
、
次
の
こ
と
に
ど
注
意
下
さ
い

〔
投
票
日
に
投
票
す
る
場
合
〕

転
出
先
の
市
町
村
長
の
発
行
す

る
証
明
書
(
引
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
)
を
持
参

す
る
と
大
村
市
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〔
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
〕

投
票
日
に
ど
う
し
て
も
投
票
所

に
行
け
ず
不
在
者
投
票
を
す
る
場

合
は
、
大
村
市
ま
た
は
転
出
先
の

市
町
村
の
ど
ち
ら
か
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
が
、
乙
の
場
合
に

も
大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
対

し
て
転
出
先
の
市
町
村
長
の
発
行

す
る
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
な
お
、
県
内
の
他
市

町
村
か
ら
大
村
市
に
転
入
し
引
続

き
居
住
中
の
人
で
、
乙
ん
ど
の
知

事
選
挙
の
際
の
選
挙
時
登
録
で
大

村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
人
は
前
住
地
の
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お
れ
ば

転
入
前
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

(6) 

一
き

れ

い

怠

選

挙
ーで

ベ
////

明
f

る

い

ま

ち

を

/

りおおむ

長
崎
県
知
事
選
挙

投
票
日

2
月
引
日

一
次
の
よ
う
な
事
由
に

…
該
当
す
る
人
は

タ
不
在
者
投
票
'
を
…

…
活
用
し
よ
う

不
在
者
投
票
は
、
次
の
事
由
に

よ
り
投
票
日
の
当
日
、
投
票
所
に

行
っ
て
投
票
で
き
な
い
方
が
あ
ら

か
じ
め
投
票
す
る
制
度
で
す
。

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は
、

投
票
の
公
正
を
期
す
る
た
め
手
続

き
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
面

倒
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
設
け
ら
れ
た
制
度
で

す
か
ら
十
分
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

〔
不
在
者
投
票
の
で
き
る
事
由
〕

①
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務
ま
た

は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
と
き

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事

故
の
た
め
市
外
に
旅
行
中
ま
た

は
滞
在
中
の
と
き

@
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
な

ど
の
た
め
歩
行
が
著
し
く
困
難

で
あ
る
と
き

任
期
満
了
に
よ
る
長
崎
県
知
事

選
挙
が
一
月
二
十
七
日
に
告
示
さ

れ
、
二
月
二
十
一
日
(
日
)
に
投

票
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
今
後
四
年
間
、
私
た
ち
の
県
政

を
ま
か
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

一
人
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ

・っ。

市政だより昭和57年1月15日

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
(
雷
③
l
四

一
一
一
・内
線
三

O
三
、
三

O
四
ま

た
は
直
通
④
|
三
五
六
二
)
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

④
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
転

出
先
の
市
町
村
に
引
続
き
居
住

中
の
と
き

〔
不
在
者
投
票
の
取
扱
い
〕

①
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
聞
は

一
月
二
十
七
日

t
二
月
二
十
日

ま
で
(
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を

含
む
)

③
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
及
び
投

票
時
聞
は
午
前
八
時
三
十
分
i

午
後
五
時
ま
で

@
不
在
者
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求

及
び
投
票
場
所
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

前
(
二
月
十
七
日
)
ま
で
に
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
下
さ

。
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の
人
は

投
票
を
郵
便
で
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。乙
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

投
票
証
明
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
必
票
で
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
人
は
、
投
票
用
紙
及
び
投
票
用

封
筒
の
請
求
書
に
郵
便
投
票
証
明

書
を
添
付
し
て
、
投
票
日
の
四
日

な
お
、
証
明
書
の
有
効
期
聞
は

交
付
の
日
か
ら
四
年
間
で
す
。
す

で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
有

効
期
限
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

証
明
書
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
た

人
や
証
明
書
を
紛
失
さ
れ
た
人
は

新
た
に
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
自

に
選
挙
管
理
委
員
会
で
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

一

明

る

い

選

挙

推

進

大

会

一

一
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
-

一
と
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
日
時
一
月
二
十
四
日
(
日
)
一

一
常
時
啓
発
の
一
環
と
し
て
明
る
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
一

一
い
選
挙
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
一

一

す

。

ー

一

市

民

の

皆

さ

ん

の

多

数

の

ど

一
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選
挙
人
名
簿
の

選

挙

時

登

録

選
挙
人
名
簿
は
、
投
票
す
る
と

き
選
挙
人
を
確
認
す
る
た
め
に
、

選
挙
権
の
あ
る
人
を
あ
ら
か
じ
め

登
録
し
て
お
く
簿
冊
で
す
。

し
た
が
っ
て
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
た
と
え
選

挙
権
が
あ
っ
て
も
投
票
す
る
乙
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
今
の
制
度
で
は
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
か
ら
引
続
き
三

カ
月
以
上
大
村
市
に
住
所
が
あ
る

人
は
、
犯
罪
な
ど
の
欠
格
者
を
除

き
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

一
度
登
録
さ
れ
る
と
登
録
資
格
に

異
動
が
な
い
限
り
、
永
久
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
大
村
市
に
新
た
に

転
入
さ
れ
た
人
や
従
来
か
ら
大
村

市
に
居
住
し
、
新
た
に
選
挙
権
を

取
得
さ
れ
た
人
は
、
毎
年
九
月
一

日
と
選
挙
が
行
わ
れ
る
際
に
選
挙

管
理
委
員
会
で
資
格
者
を
調
査
し

登
録
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
ど
二

月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
る
長
崎
県

知
事
選
挙
に
際
し
て
も
、
次
の
と

お
り
選
挙
時
登
録
を
行
い
ま
す
。

資
格
要
件

①
新
た
に
本
市
へ
転
入
届
を
さ
れ

た
人
昭
和
五
十
六
年
十
月
二
十
五
日

ま
で
に
転
入
届
を
し
た
人
で
昭

和
三
十
七
年
二
月
二
十
二
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

〔
注
〕
昭
和
五
十
六
年
十
月
二

十
六
日
以
降
に
県
内
の
他
市
町

村
か
ら
大
村
市
に
転
入
届
を
し

引
続
き
居
住
中
の
人
は
、
前
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
お
れ
ば
、
前
住
所
地
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乙

の
場
合
、
大
村
市
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
従
来
か
ら
本
市
に
居
住
し
、
新

た
に
選
挙
権
を
取
得
し
た
人

昭
和
三
十
六
年
九
月
三
日

t
三

十
七
年
二
月
二
十
二
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
の
氏

名
、
住
所
生
年
月
日
を
記
載
し

た
書
面
の
縦
覧
期
間

一
月
二
十
七
日

t
二
十
八
日
ま

で
(
午
前
八
時
三
十
分
l
午
後

五
時
ま
で
〉

縦
覧
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
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注
射
と
検
診

圃
3
歳
児
健
康
診
査

昭和57年 1月15日
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対
象

昭
和
五
十
三
年
七
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
昭

和
五
十
三
年

一
月

1
周
年
六
月

生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し

て
下
さ
い
。

日
時
一
月
二
十
八
日
、
午
前
九

時
三
十
分

t
十
時
、
午
後
一
時

t
一
時
三
十
分
(
受
付
)

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ

ン
タ
ー

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳・
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

ハ
生
活
環
境
課
)

圃
妊
婦
と
訊
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。(生
活
環
境
課
)

2月の日曜・祭日当番医

日 |診療科目 | 病医院名 |所在地 |電話
4-5000 

7 整形外科 貞松整形外武部郷4-1161 

ーの蝿町|i58546 

内 科 中村 医院春 日 2-2733 

内・皮膚科 2-3574 
14 

田崎医 K金 古1丁町目外 ・内 科 3-1234 

武部郷4-1166 
21 
整形外科橋口整形外科竹松本町5 -8739 

大薗内科 松1丁並目 4-5546 
28 
外 ・内科 佐藤外科 杭2丁出津目 2-3070 

午前9時~午後6時

2月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 | 時 間 場 所 対 象

BJ820~川大村保健所1生桂4ヵー児
13:30......15:00 松 原 出張所 妊婦と乳幼児

811i:ikiijill竹松出彊所 |乳 幼 児

9 I 9: 30-10: 00 I大村保健所 |生後5-7ヵ月までの乳児 |
16 I 9:30-10:00 I大村保健所 |生後8カ月以上の乳児

診療時間

※ 

犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

桜馬場で、鬼火グ

無病息災など祈る

桜馬場商庖会青年部 (山本孝彦部長)では

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健
康
相
談
は、

血
圧
が
気

程

日 内 廿信、
9:00-11:00 13:00 -16:00 

1 妊婦相談 一般健康相談

乳幼児相談 妊 婦教室(第1回)

-------妊 婦教室 (第2回)17 乳幼児相談 妊婦教室 (第3回)

24 

---一一一
妊婦教室 (第4回〉

日談相康健の月2 

1月?日の早朝、町内の空地で、鬼火、を行

いました。この催しは、 昔から引継がれてき

た郷土文化を今一度思い出し、子供たちに語

り伝えたいと、 25年ぶり に行ったもので、 集

った子供や父兄200人は、 鬼火にあたり無病

息災、家内安全を祈っていました。また、 鬼

火のよこには 、ぜんざいコーナ一、もあり、

場 下 て 妊 相に
所さ い 婦 談な
いる 教に る
一市。方室応人
役 もにじな
所 おはてど
健 ι 気 、い
とご 康 軽病 ま健
圭相 i乙 院 す gjt
旦談 お に 。に
2 寝 出 受 ま関
2置 か 診 たす
5 けし 、る

ス

ポ

i
ツ

楽しい冬休みの思い出となりました。'

-
県
下
冬
季
卓
球
大
会

(
ニ
ッ
タ
ク
杯
)

日
時
一
月
二
十
四
日
(
日
)
午

前
九
時
三
十
分
試
合
開
始

場

所

市

民

体
育
館

種

目

個

人

戦
シ

ン
グ
ル
ス

V
一
般
男
A

(高
校
を
含
む
)

V
中
学
男
女
V
一
般
男
B
V
一

般
女
(
高
校
・
婦
人
を
含
む〉

V
壮
年

〈
三
十
五
歳
以
上
)
V

ベ
テ
ラ
ン
(
四
十
五
歳
以
上
)

参

加

費

中

学
U

二
百
円
、
高
校

一
般
H
三
百
円
(
当
日
会
場
で
)

申
込
方
法
一
月
二
十
二
日
ま
で

に
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
庖

へ

主
催

大
村
卓
球
協
会

後

援

市

教
育
委
員
会
(体
育
課
)

一

身

分

証

明

の

一

一

請

求

が

で

き

る

人

は

一

一

身
分
証
明

(身
元
証
明
)
を

V
本
人
の
承
諾
書
な
ど
を
持
参

一

一
請
求
で
き
る
人
は
次
の
と
お

り

し

た

人

(
同

一
世
帯
内
の
家

一

一

で

す

。

族

で

も

承
諾
書
を
必
要
と
し
一

一
V
本

人

ま

す

)

一

一
V
未
成
年
者
の
場
合
は
親
権
者

(

市
民
課
)
一
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『
ご

募

み
』

集

-
市
立
病
院
非
常
勤
嘱

託
員

職
種
宿
・
日
直
業
務

(患
者
受

付
業
務
な
ど
)

募
集
人
員

若
干
名

受
験
資
格
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
昭
和
二
年
四
月
二
日
?
二

十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

採
用
条
件
市
内
居
住
者
に
限
る

受
付
期
間
一
月
十
六
日

t
二
十

七
日
ま
で

2月の定例相談日

市民相談コーナー (広報公聴課〉 で

オベて無料で行っています。お気軽に

ご相談下さい。

(
人
事
課
)

(4日， 10:00-15: 00) =-k 
~民相権.人

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

-
大
村
看
護
高
等
専
修

学
校
生
徒

本
校
を
卒
業
す
る
と
准
看
護
婦

資
格
試
験
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ

合
格
す
る
と
准
看
護
婦
の
免
許
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

募
集
人
員
四
十
五
人

修
業
年
限
二
カ
年

応
募
資
格
原
則
と
し
て
高
校
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
者

願
書
受
付
一
月
十
八
日

t
二
月

十
八
日
ま
で

入
学
試
験
二
月
十
九
日
(
午
前

九
時
か
ら
)

問
合
せ
先
大
村
看
護
高
等
専
修

学
校
(
雷
②
|
六
七
一
二
)

00日， 9:30-12:00) 

02日， 9:30--12:00) 

07日， 10:00-15:00)

(24日，10:00--15:00>

(26日，13: 00-16: 00) 

(23日，10:00--15:00)

~k 
6民

.交通事故相談

圃不

吾，一
民1(

談

.厚生・国民年金相談

吾dζ

""に

相

相

相

相

産

政

記

律

動

.行

国法

.登

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

天

正

遺

欧

少

年

使

節

。
謎
の
大
鏡

使
節
一
行
が
ペ
ニ
ス
に
起
い

た
際
、
そ
の
共
和
国
か
ら
黒
檀

の
枠
の
大
鏡
四
面
と
、
金
彩
色

の
額
縁
に
入
っ
た
大
鏡
図
面
の

計
八
面
を
賜
わ
り
、
日
本
に
持

ち
帰
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
説
に
、
そ
の
金
彩
色
額
縁

入
り
の
一
面
と
い
わ
れ
る
鏡
が

市
内
岩
舟
の
楠
本
正
隆
の
生
家

に
伝
わ
り
、
そ
れ
は
現
在
、
三

重
県
津
市
の
某
氏
の
所
蔵
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
こ
の
こ

と
は
、

N
H
K
テ
レ
ビ
を
は
じ

@
記
録

め
各
種

マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
報

道
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

乙
の
鏡
と
天
正
使
節
が
賜
わ

っ
た
と
い
う
鏡
と
が
、
関
係
づ

け
ら
れ
て
考
え
ら
れ
た
の
は
、

ま
ず
現
存
の
鏡
が
金
彩
色
の
額

縁
に
入
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

縦
八
三
セ
ン
チ
、
横
五
九
セ
ン

チ
の
大
鏡
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

裏
面
の
縁
に
「
】

a
H
∞
'
出

子
三
国
」
と
い
う
文
字
が
刻

ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
一
六

一
三
年
、
ィ
エ
ズ
ス
会
、
マ
ル

チ
ノ
原
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る

⑧ 
こ
と
、
以
上
の
こ
と
が
主
な
理

由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す

し
か
し
果
た
し
て
一
既
に
そ

う
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

ず
ペ
ニ
ス
国
王
が
使
節
に
託
し

て
大
村
純
忠
に
贈

っ
た
は
ず
の

大
鏡
が
、
な
ぜ
、
岩
舟
の
楠
本

家
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
裏
面
の
文
字
群
は

次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

一
六
二
二
年
、
イ
エ
ズ
ス
会

員
の
マ
ル
チ
ノ
原
は
、
ち
か

ぢ
か
江
戸
幕
府
が
行
う
キ
リ

シ
タ
ン
の
国
外
追
放
を
予
期

し
て
、
西
暦
と
自
分
の
名
前

を
刻
ん
で
こ
の
鏡
を
誰
か
に

託
し
た
。

鏡
し
か
し
こ
の
解
釈
に
も
少
し
無

大
理
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
宮
出
は

一
の
マ
ル
チ
ノ
原
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
と

引
す
る
点
に
つ
い
て
、
当
時
の
ハ

行
の
ロ
ー
マ
字
緩
は
F
で
あ
っ

て
、
マ
ル
チ
ノ
原
は
、
宮
何
百
三

口
O

司
ω
E
で
あ
り
、
イ
ニ
シ

ャ
ル
は
宮
司
と
す
る
べ
き
で
す

第
一
自
分
の
物
と
い
う
意
味
で

イ
ニ
シ
ャ
ル
を
記
す
こ
と
自
体

イ
エ
ズ
ス
会
の
私
有
財
産
保
有

禁
止
の
戒
律
に
反
す
る
乙
と
に

な
り
ま
す
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
国

外
追
放
を
予
期
し
て
二
ハ
一
三

年
に
こ
の
文
字
を
刻
ん
だ
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
江
戸
幕
府

の
キ
リ
シ
タ
ン
追
放
の
動
き
は

一
六
一
四
年
に
な
っ
て
始
め
て

起
る
の
で
あ
り
、
そ
の
前
年
は

全
く
白
紙
の
状
態
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
文
字
を
刻
む
こ
と
自

体
不
可
能
な
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ

の
鏡
が
、
使
節
の
時
代
の
十
六

世
紀
イ
タ
リ
ア
製
で
あ
っ
た
に

し
て
も
、
そ
れ
が
日
本
に
入
つ

て
く
る
ル

l
ト
は
、
た
だ
少
年

使
節
を
通
じ
た
だ
け
で
は
な
く

現
に
二
、
三
の
文
献
が
、
宣
教

師
が
日
本
で
の
献
上
品
と
し
て

持
ち
込
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
v

ま
す
の
で
、
別
に
も
そ
の
経
路

は
十
分
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
(
文
責
・
久
田
松
和
則
)
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同
切
何

Uり

務
技
能
向
上
訓
練
(
ア

ー
ク
溶
接
実
技
)

おおむ

〔
中
桓
突
合
せ
コ

i
ス〕

定
員
十
五
人

教
材
費
負
担
三
千
円

〔
中
桓
パ
イ
ザ
コ
l
ス〕

定

員

五

人

教
材
費
負
担
九
千
円

期
間
二
月
九
日

t
二
十
五
日
ま

市政だより

一
一
日
も
皐
〈
水
洗
化
を

F
L
一

s

下
水
道
の
処
理
開
始
戸
数
は

図
る
た
め
に
も
、
水
洗
化
が
済
一

一
昨
年
末
現
在
で
六
百
八
十
七
戸
ん
で
い
な
い
家
庭
や
事
業
所
で
一

E

で
、
区
域
内
水
洗
化
率
は
三
九
は
一
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接

一

一
・
四
労
と
い
う
状
況
で
す
。

続
工
事
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
一

一
下
水
道
施
設
の
有
効
利
用

を

(

下

水

道

業
務
課
)

一

で
(
週
二
回
、
午
後
五
時
三
十

分
i
八
時
三
十
分
)

場
所
・
申
込
先
長
崎
技
能
開
発

セ
ン
タ
ー

(
諌
早
市
小
船
越
町

一
一
一
三
、
宮
諌
早

@
l
二
三

一一
一ニ
)

申
込
締
切

一
月
二
十
五
日

〈
商
工
観
光
課
〉

¥f 

まわしてますか?奥さん

換気

(j胤/

会…コ

日
下
昇
さ
ん
(
出
雲
市
)

〔
大
村
市
優
秀
作
品
〕

ww
我
が
郷
土
伸
ば
す
基
礎
で
す
下

水
道

五
十
キ
ロ

マ
山
口
静
子
ほ
か
十
五
個
、
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ
洗
一

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

…

五
人
(
長
崎
市
)
慈
恵
荘

へ
舞
剤
な
ど
十
八
個
、
三
彩
の
里
へ

一

渡
辺
博
之
)
学
生
服
上
衣

一
着

踊

マ

大
村
美
容
組
合

(坂
本
ク
リ
ー
ム
な
ど
十
二
個
、
光
と
一

一

肴

県

選

レ
J

敬
称
略

f

一

般

寄

付

敬

称

略

マ
竹
松
タ
ク
シ
ー
従
業
員

一
同

庄
三
組
合
長
ほ
か
十
七
人
〉

惑

緑

の
園
へ

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
七
十
一

H
交
通
遺
児
へ
二
万
八
百
六
十

恵
荘
へ
理
髪
奉
仕

マ
陸
上

自

六

個

社
会
福
祉
協
議
会
へ

六
円

マ
松
一部
等

(久
原
郷
〉

衛
隊
大
村
部
隊
音
楽
隊
H

慈
恵

清

和

国

へ

一

一
国
際
障
害
者
年
推
進
事
業
ヘ

マ
大
村
市
連
合
婦
人
会
(
会
長

慈
恵
荘
へ
み
か
ん
百
キ
ロ

マ

荘

へ
演
奏

慰

問

ム
大
村
高
校

マ
大
琴
の
会
(
井
手
重
子
ほ

か

一

一

マ
岩
添
フ
ミ
子
(
宮
小
路
三
丁
小
松
初
子
)
大
村
地
区
婦
人
会

萱
瀬
保
育
園
児
H

慈
恵
荘
へ
み

J
R
C
ク
ラ
ブ

(植
木
ゆ
か
り
二
十
二
人
)
大
正
琴
演
奏
、

舞

一

一
目
・
亡
夫
光

治

〉

五

万

円

(

会
長
天
見
潤
子
)
一
一
十
六
万

か

ん
四
十
五
キ

ロ、

演

芸

マ

ほ
か
七
人
)
慈
恵
荘

へ
ゲ
l
ム

踊

マ

陸

上
自
衛
隊
大
村
部
隊

一

九
千
百
二
十
円

マ
杉
田
初

次

里

村
新
一
(
東
大
村
二
丁
目
)

ほ
か
慰

問

マ

日
本
専
売
公
社

音
楽
隊

(中
里
能
啓
隊
長

ほ

か

一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

郎

(

古
町
二
丁
目
)
二
万

円

慈

恵

荘

へ
モ

チ
米
十
四
キ

ロ

大
村
営
業
所

(東
三
城
町
)
慈

二
十
二
人
)
演
奏

マ
大
村
圏

一

一

マ
川
崎
卓

一
(
新
町
・

亡

妻

操

マ

古
町
白
寿
会
(
会
長
林
田
清
)

マ
大
村
小
学
校
六
年

一
組
児
童

恵
荘
ヘ
タ
バ
コ
七
千
百
本

マ

芸

高

校

三

年
生
生
活
科

(朝
長

一

一

子

)

五
万
円

マ
井
手
伸
夫

五
千
円

H
慈
恵
荘
へ
干
柿
四
十
個

ほ

か

佐

世
保
花
王
製
品
販
売
株
式
会

秋
美
ほ
か
四
十
人
)
窓
ふ
き

、

一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

肩
た
た
き

マ

出

口
ウ
タ

(

小

社

(

佐
世
保
市
)
清
和
国
へ
粉

み

か
ん
十
一
キ
ロ
マ
松
原
青

一

一

(

久

原
郷
・
亡
母
ツ

ル
)
十
万

マ
俣
野
豊
子
(
水
田
町
)
家

庭

路

口

町
)
慈
恵
荘
へ
み
か
ん
五

石
け
ん
な
ど
十
六
個
、

慈
恵
荘

年

団

(

西

慶
三
ほ
か
十
人
)
舞

一

一

円

マ

酒

井

テ

エ

(
池
田

一

丁

奉

仕

員
巡
遣
世
帯
へ
タ
オ
ル
十

十

キ

ロ

マ
指
方
久
雄

(
須
田

へ
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
三
十
二
個

踊

マ
出
口
定
(
小
路
口
町
)
一

一
目
・
亡
夫
茂
)

三

十

万

円

五

本

マ

ま
こ
と
や

(代
表
者

ノ
木
町
)
慈
恵
荘
へ
み
か
ん
百
子
供
の
家
へ

歯

ブ

ラ

シ

な

ど

六

み

か

ん

二

十

キ

ロ

-

-
下
水
道
促
進
懸
賞
募

集
の
結
果

去
る
九
月
十
日
に
実
施
さ
れ
た

第
二
十
一
回
全
国
下
水
道
促
進
デ

ー
に
伴
う
懸
賞
を
募
集
し
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

〔
建
設
大
臣
賞
〕

wv
町
づ
く
り
伸
ば
そ
う
つ
な
ご
う

下
水
道

東
久
和
さ
ん
(
古
町
二
丁
目
)

物
下
水
道
伸
び
る
郷
土
に
明
る
い

く
ら
し

勝
盛
み

つ
子
さ
ん
(
原
口
町
)

物
下
水
道
備
え
て
我
が
家
に
憂
い

な
し
成
山
敏
雄
さ
ん
(
古
町
二
丁
目
)

(
下
水
道
業
務
課
)

国
昭
和
町
年
度
建
設
工

事
関
係
の
経
営
事
項

審
査
、
入
札
参
加
資

格
審
査

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で

該
当
す
る
日
に
ご
出
席
下
さ
い
。

日
時

V
二
月
一
日
(
一

l
一
八

0
0
)

V
二
日
(
一
八

O
一

i
三
七
六
O
)

V

三
日

(三

七
六

一
l
〉

※
(

)
内
の
番

号
は
建
設
業
許
可
番
号
で
す
。

※
新
規
受
付
は
二
月
三
日
に
な
り

ま
す
。

場
所

諌
早
土
木
事
務
所(管
財
課
)
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